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●新年のごあいさつ
●知られざる清須 ～朝日遺跡への招待～
●税だより
●年始 ごみ収集のお知らせ
●尾張西枇杷島まつり 花火大会協賛募集
●平成25年度放課後児童クラブの募集

《主な内容》

“チーム清須、力を合わせて頑張りました！”
～第７回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（平成24年12月1日）
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加
藤
　
静
治

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
支
援
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、依
然
と
し
て
国
内
の
政
治
・

経
済
が
停
滞
し
、
社
会
保
障
や
年
金
問

題
、
少
子
高
齢
化
、
い
じ
め
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
る
な
か
、
尖
閣
諸
島
を

巡
る
中
国
と
の
外
交
問
題
が
、
社
会
、

文
化
、
経
済
面
に
も
波
及
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
国
で
の
反
日
デ
モ
の
様
子

が
世
界
中
の
メ
デ
イ
ア
に
配
信
さ
れ
、

大
変
な
騒
動
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞

に
変
わ
る
能
力
を
持
つ
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
、
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
山
中
信

弥
京
都
大
学
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
の
栄
誉
に
輝
き
、
ま
た
レ
ス

リ
ン
グ
女
子
世
界
選
手
権
で
10
連
覇

し
、
五
輪
と
合
わ
せ
13
大
会
連
続
世
界

一
を
達
成
し
た
吉
田
沙
保
里
選
手
が
国

民
栄
誉
賞
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
喜
ば
し

い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

の
７
月
７
日
に
市
制
７
周
年
を
迎
え
、

市
民
の
皆
様
が
切
望
さ
れ
て
い
た
市
立

図
書
館
が
開
館
す
る
と
と
も
に
、
市
の

中
心
部
を
結
ぶ
地
域
内
幹
線
道
路
の
県

道
助
七
西
市
場
線
が
開
通
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
清
須
市
が
進
め
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
の
成
果
が
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
清
洲
城
広
場
に

設
置
さ
れ
て
い
た
、
織
田
信
長
公
の
正

室
で
あ
る
濃
姫
の
銅
像
を
、
清
洲
公
園

に
あ
る
信
長
公
銅
像
横
に
移
設
し
、
こ

の
地
を
二
人
の
愛
と
絆
を
源
に
し
た「
始

ま
り
の
地
〜
二
人
の
愛
と
希
望
の
丘
〜
」

と
命
名
し
て
、
清
須
市
の
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま

し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
皆
様
の
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
災
害
時
に

一
人
で
も
多
く
の
命
が
救
え
る
よ
う

に
、
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る「
自
助
」

と
、
地
域
の
皆
様
で
助
け
支
え
あ
う「
地

域
防
災
力
」の
強
化
を
図
る
た
め
、
行

政
と
市
民
の
協
働
に
よ
る
防
災
・
減
災

対
策
の
一
環
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
単

位
と
す
る
自
主
防
災
会
の
活
動
を
促
進

さ
せ
、
組
織
力
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
費
用
の
一
部
助
成
や
朝
日
保
育
園

の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
な
ど
、
健
康

で
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
も
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
国
で
は
、
国
に
集
中
し
て
い
る

権
限
や
財
源
を
地
方（
都
道
府
県
や
市

町
村
）に
移
譲
し
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
地
方
分
権
、
地
域
主
権
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
全

国
市
長
会
を
始
め
地
方
六
団
体
と
連
携

し
、
自
治
体
へ
の
事
務
移
譲
に
見
合
っ

た
財
源
、
国
の
出
先
機
関
改
革
に
お
い

て
は
災
害
時
緊
急
時
の
対
応
の
あ
り
方

や
地
元
自
治
体
の
意
見
を
尊
重
し
、
十

分
な
協
議
を
行
う
こ
と
な
ど
を
要
望

し
、「
真
の
地
域
主
権
型
社
会
」の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
清
須
市
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
そ
の
指
針
と
な
る「
清
須
市
第
１

次
総
合
計
画
」（
平
成
24
年
３
月
改
訂
）

に
基
づ
き
、
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
継
続
し
、「
ま
ち
が
元
気
・
子
ど

も
が
元
気
・
い
つ
も
、
い
つ
ま
で
も
元

気
」を
合
言
葉
に
、「
安
心
・
安
全
、
そ

し
て
元
気
な
清
須
」の
実
現
に
向
け
、

職
員
一
同
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
前
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
日
頃
の
市

政
へ
の
ご
協
力
と
ご
理
解
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
一

年
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

清
須
市
長

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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八
木
　
勝
之

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市

政
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
議
会
の
責

務
を
遂
行
す
る
た
め
、
議
員
の
総
力

を
結
集
し
、
新
市
建
設
計
画
の
将
来

像
で
あ
る「
水
と
歴
史
に
織
り
な
さ

れ
た
安
心
・
快
適
な
環
境
都
市
」の

実
現
を
目
指
し
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
清
須
市
が
誕
生
し
て
か

ら
７
周
年
を
迎
え
た
年
で
、
清
須
市

誕
生
７
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
図
書
館
、
新

た
な
観
光
の
目
玉
と
な
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
た
清
洲
公

園
の
信
長
公
銅
像
と
寄
り
添
う
濃
姫

銅
像
な
ど
、
清
須
市
が
一
層
の
魅
力

あ
る
ま
ち
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
経
済
面
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

需
要
が
継
続
し
て
い
る
と
は
い
え
、

世
界
経
済
の
減
速
等
を
背
景
に
依
然

と
し
て
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

景
気
回
復
の
見
通
し
が
不
透
明
な
状

況
の
中
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
本
市
に

お
い
て
も
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど

の
よ
う
な
施
策
に
充
当
す
べ
き
か
、

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
し
っ
か
り
と

見
定
め
つ
つ
、
議
会
の
場
で
議
論
を

尽
く
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
議
員
の
重
要
な
使

命
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
行
政
の
監
視
役
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
の
み
な
ら
ず
、
分
権
化

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
政
策
提
言
や

審
議
機
能
の
充
実
を
図
り
、
市
と
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
も
の
に
つ

い
て
は
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
市
と

協
力
し
、
問
題
解
決
や
市
民
の
社
会

福
祉
向
上
の
た
め
、
よ
り
一
層
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
清
須
市
で
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
等
が
市
勢
の
発
展
を

図
る
上
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
活

力
溢
れ
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、
ま
す
ま
す
複
雑
か
つ

多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
適
切

な
行
政
施
策
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
で
住
む
喜
び
を
噛

み
し
め
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

し
、
皆
様
と
協
同
し
な
が
ら
、
諸
施

策
の
推
進
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
臨
み
、
清
須
市
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
向
け
、
市
民
の
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

清
須
市
議
会
議
長

ま
い
し
ん

し
ん
し

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

新春を迎えて新春を迎えて

新年の署長挨拶新年の署長挨拶

　明けましておめでとうございます。
　昨年は、長期化する円高、中国等をめぐる対外環境の変調、大震災からの復興な
ど、国内外の課題が山積する中、愛知が日本のど真ん中から国を支え、引っ張ってい
くとの決意のもと、全力で県政運営に当たってまいりました。今年はさらに、明るい
希望が持てる、活力と豊かさに満ちた愛知づくりに邁進してまいります。
　また、世界と闘える愛知の実現に向け、企業立地や研究開発に対する支援、自動車産業の競争力強化、航
空宇宙産業を始めとする次世代産業の育成、中小企業の振興など、日本一の産業力に一層の磨きをかけてま
いります。
　そして、観光や農林水産業の活性化、社会基盤整備、東三河県庁を核とした地域振興などにも拍車をかけ
るとともに、地震防災対策、交通安全対策、医療・福祉の充実、教育、ものづくり人材の育成などにもしっ
かり取り組みます。
　今年は、「あいちトリエンナーレ2013」を開催します。また翌年には、「持続発展教育(ESD)に関する
ユネスコ世界会議」も控えています。しっかりと準備を進め、地域の活力を生み出す原動力としてまいりま
す。
　引き続き、厳しい財政状況が続きますが、徹底した行財政改革を進め、愛知の更なる発展に向けて全力で
取り組んでまいります。一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

愛知県知事　　大 村 　秀 章

　新年明けましておめでとうございます。
　平成25年の輝かしい新春をご家族お揃いでお迎えになられたことを心よりお慶び
申し上げます。
　平素は、犯罪抑止活動や交通安全運動など警察活動の各般にわたって格別のご理解
とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　昨年の治安情勢を顧みますと、全国的には兵庫県において連続不審死・死体遺棄事件が発覚したほか、児
童虐待や無差別通り魔事件など社会的反響の大きな事件が発生した一年でありました。
　当署では、北名古屋市において傷害致死並びに死体遺棄という凶悪な事件が発生いたしましたが、犯罪の
発生については、増加傾向にあった侵入盗や自動車盗の発生が大幅に減少したことにより、刑法犯の認知件
数は減少いたしました。これもひとえに地域の皆様による防犯パトロール活動や各市町における防犯広報な
ど、官民一体となった警戒活動を積極的に推進していただいた結果であります。しかしながら、愛知県内に
おける市区町村別の犯罪率(人口1,000人当たりの刑法犯認知件数)を見てみますと、当署管内の2市1町は依
然高い水準にあり、住民の皆様の体感治安が回復するまでには至っていないことから、引き続き皆様のご協
力をいただきながら犯罪の抑止に取り組んでまいります。
　一方、交通事故情勢につきましては、年初から死亡事故の抑止を第一に各自治体・関係機関・団体との緊
密な連携を図りながら、各種交通安全施策を講じてまいりました。その結果、地域における交通事故抑止に
対する意識はより高まりましたが、残念ながら死亡事故が5件発生し、5人の尊い命が犠牲になりました。
(平成24年11月末現在)
　本年は、犯罪や交通事故の発生要因を分析検証し、地域の皆様の平穏な日常生活を脅かす身近な犯罪や重
大な事故につながる悪質な交通違反に対する捜査・検挙活動を強力に推進するとともに、関係機関・団体と
連携をして、地域の安全意識の高揚と犯罪や事故のない「安全・安心な地域社会の実現」を目指し、全力で
治安維持に当たる所存であります。本年も温かいご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

熊﨑　正信愛知県西枇杷島
警察署長

まいしん



2013.1.1
（番号のかけ間違いにご注意を）

5

　本年は豊山町で出初式を開催します。皆さんぜひご観覧ください。

昨年の消防出初式(会場：清須市)
▲

●と　き　1月13日(日)
　　　　　午前9時30分から
●ところ　豊山中学校 校庭
　　　　　西春日井郡豊山町大字豊場字前池39番地
　　　　　※雨天の場合は豊山中学校体育館
●問合せ　防災行政課(本庁舎)

平成25年西春日井二市一町合同消防出初式平成25年西春日井二市一町合同消防出初式

　朝日遺跡は、市東部から名古屋市西区にかけての東
西1.4キロメートル、南北0.8キロメートルに及ぶ広大
な範囲に広がっています。ちょうど名古屋第二環状自動
車道と国道22号線名岐バイパスとが交差する清洲
ジャンクション(下段写真参照)が、遺跡のほぼ真ん中に
重なっています。
　昭和40年代に始まった環状二号線の建設に伴う発
掘調査は、数々の新しい発見をもたらしました。枝のつ
いた木を組んだ逆茂木、木を斜めに打ち込んだ杭列と
いった集落を守るバリケードは、弥生時代としては全国
初の出土として注目されました。他にも地面に埋められ
た銅鐸、玉作りが行われた工房跡など、貴重な発見が相
次ぎ、その成果は学界にも大きな影響を与えました。残
念ながら、これらの遺構は現地には残されておらず、往
時の遺跡の様子をうかがうことはできません。
　現在、朝日地区には、史跡貝殻山貝塚として遺跡の一
部が保存されています。史跡には、朝日遺跡の出土品
を展示する愛知県清洲貝殻山貝塚資料館があり、弥生
時代の住居も復元されています。
　次回は、この貝殻山貝塚についてお話します。

　皆さんは、清須市に｢朝日遺跡｣という大昔の遺跡があることをご存じでしょうか。
この遺跡は、はるか2,000年前、弥生時代に栄えた東海地方最大の弥生都市でし
た。昨年9月には、朝日遺跡の出土品2,028点が国の重要文化財に指定され、改め
て全国的にも注目されている遺跡です。
　このコーナーでは、朝日遺跡の発掘調査や出土品について紹介し、歴史のまち清須の古くて新しい
魅力をお伝えしていきたいと思います。

知られざる清須知られざる清須知られざる清須

第1話 朝日遺跡に行ってみよう

弥生時代の朝日遺跡復元イラスト

朝日遺跡付近の現状(清洲ジャンクション)

くいれつさかもぎ

～朝日遺跡への招待～～朝日遺跡への招待～
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年
金
所
得
者
の
申
告
説
明
会

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
説
明
会

名古屋西税務署
☎052－521－8251

問合せ

税務課
(市役所本庁舎)

☎052－400－2911(代)

と　き

　2月13日(水)～3月15日(金)
　午前9時15分～午後5時
※土曜・日曜日は除きます。ただし、2月24日
　(日)・3月3日(日)は開設します。

(市県民税) 2月14日(木)～3月15日(金)
(所  得 税) 2月18日(月)～3月15日(金)
　午前8時30分～正午・午後1時～5時
※土曜・日曜日は除きます。

愛知県産業労働
センター

(ウインクあいち)

ところ

市役所本庁舎
3階大会議室

所 得 税

市県民税
所 得 税

申告相談の日程申告相談の日程

　

e-

Tax（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）と
は
、
自

宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
申
告
、
届
出
等
が
で
き

る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

e-

Tax
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

申
告
期
限
内
に
本
人
の
電
子
署
名
と
電

子
証
明
書
を
付
し
て
申
告
す
る
と
、
平

成
24
年
分
は
所
得
税
額
か
ら
最
高
で
３

０
０
０
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
平
成
19
年

〜
23
年
分
の
間
の
い
ず
れ
か
で
こ
の
控

除
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
控
除
で
き
ま

せ
ん
。）

　

ま
た
、
e-

Tax
を
利
用
し
た
確
定
申

告
で
は
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
添
付
書
類
の
提
出
等
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
告
期

限
か
ら
５
年
間
は
、
自
分
で
保
管
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。）

●
電
子
申
告
に
必
要
な
も
の

　

電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住
民
基

　

本
台
帳
カ
ー
ド
、
電
子
証
明
書
を
読

　

み
取
る
た
め
の
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

　

ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。（
費
用
が
か

　

か
り
ま
す
。）

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
電
子
証
明

　
書
の
取
得

　

市
民
課（
本
庁
舎
）、
西
枇
杷
島
支
所
、

　

清
洲
支
所
又
は
春
日
支
所
で
取
得
で

　

き
ま
す
が
、
作
成
に
約
30
分
程
度
の

　

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
確
定
申
告
の

　

期
間
中
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

　

お
早
め
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
が
付
い

　

た
公
的
身
分
証
明
書（
写
真
入
り
の

　

カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
場
合
、
証
明
用

　

写
真
１
枚
が
必
要
で
す
。）

　
発
行
手
数
料

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド　

５
０
０
円

　

電
子
証
明
書　
　
　
　
　

５
０
０
円

問
合
せ

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
電
子
証
明

　
書
の
取
得
に
つ
い
て　

　

市
民
課（
本
庁
舎
）

■
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

名
古
屋
西
税
務
署

　

☎
０
５
２
‐
５
２
１
‐
８
２
５
１

　

税
務
課（
本
庁
舎
）

■
e-

Tax
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　

年
金
所
得
の
み
又
は
年
金
及
び
給
与

所
得
の
方
で
、配
偶
者
控
除
、扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、

地
震
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
等
が

あ
り
、
申
告
が
必
要
な
方
を
対
象
に
、

税
理
士
に
よ
る
申
告
書
の
作
成
指
導
等

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
説
明
会
で
作
成
し
た
申

告
書
は
、
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
　
き　

西
枇
杷
島
地
区
・
春
日
地
区

　
　
　
　

２
月
６
日（
水
）

　
　
　
　

新
川
地
区

　
　
　
　

２
月
７
日（
木
）

　
　
　
　

清
洲
地
区

　
　
　
　

２
月
８
日（
金
）

　
　
　
　

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
・

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎　

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

※
当
日
は
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
給

　

与
の
源
泉
徴
収
票
、
社
会
保
険
料
等

　

の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
等
の
支
払

　

証
明
書
な
ど
申
告
に
必
要
な
書
類
と

　

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

医
療
費
控
除
が
あ
る
方
は
、
領
収
書

　

を
合
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課（
本
庁
舎
）

　

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
平
成
24

年
中
に
住
宅
を
新
築
又
は
購
入
あ
る
い

は
増
改
築
し
入
居
さ
れ
、
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
れ
ば
、
所
得
税
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
る
方

　

e-

Tax
で
申
告
し
て

　
　
　
　
み
ま
し
ょ
う

平
成
24
年
分
の
申
告
期
限
は

　
平
成
25
年
３
月
15
日（
金
）で
す

税

だ

よ

り
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　愛知県では、地球温暖化対策やその他の環境対策を推進する観点から、次世代自動車の普及を促進するとともに、
県内における次世代自動車の需要の拡大を通じて自動車産業の活性化を図るため、電気自動車及びプラグインハイブ
リッド自動車に対する自動車税について、県独自の課税免除制度を導入しました。
◇対象となる自動車 平成24年1月1日から平成26年3月31日までの間に新車新規登録を受けた次に掲げる自動車

　　電気自動車　プラグインハイブリッド自動車
※平成23年12月31日までに新車新規登録を受けた自動車は含まれません。

◇軽減期間及び軽減額

軽減期間及び軽減額表

【例】平成24年7月に自家用乗用車のプラグインハイブリッド自動車(排気量1.8ℓ)を新車で購入した場合

｠◎:免除措置あり　○:免除措置あり(月割課税分)　■:免除措置なし

平成24年1月1日から3月31日までの間に新車新規登録を受けたもの
　　平成24年度からの5年度分を全額免除
平成24年度及び平成25年度に新車新規登録を受けたもの
　　新車新規登録を受けた年度の月割分及び翌年度から5年度分を全額免除

電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車に対する自動車税の課税免除について電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車に対する自動車税の課税免除について

■問合せ　愛知県名古屋北部県税事務所　自動車税グループ　電話052－531－630５（ダイヤルイン）
■愛知県総務部税務課ホームページ　http://www.pref.aichi.jp/zeimu/

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

免除対象年度
新車新規登録時期

23年12月31日以前
24年1月1日～3月31日

24年4月1日～25年3月31日
25年4月1日～26年3月31日

■
◎
○
－

24年度

■
◎
◎
○

25年度

■
◎
◎
◎

26年度

■
◎
◎
◎

27年度

■
◎
◎
◎

28年度

■
■
◎
◎

29年度

■
■
■
◎

30年度

■
■
■
■

31年度

（
説
明
会
で
は
譲
渡
又
は
贈
与
に
該
当

し
な
い
方
の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。）を
対
象
に
、
税
理
士
に
よ
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

２
月
４
日（
月
）

　
　
　
　

西
枇
杷
島
地
区
･
春
日
地
区

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　

新
川
地
区
･
清
洲
地
区

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

※
対
象
と
な
り
そ
う
な
方
に
は
、
市
役

　

所
か
ら
詳
細
を
記
載
し
た
通
知
を
１

　

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
通
知
が
届

　

か
な
い
方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

　

方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課（
本
庁
舎
）

※
申
告
説
明
会
で
は
、
途
中
入
場
は
お

　

断
り
し
ま
す
の
で
開
始
時
間
ま
で
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
社
や
事
業
所
を
経
営
さ
れ
、
従
業

員
の
方
へ
給
与
を
支
払
っ
て
い
る
方
は
、

平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で
に
、
受
給
者

の
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

市
町
村
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
書
類

①
給
与
支
払
報
告
書
の
総
括
表

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
す
ぐ
届
出
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
そ
の
年
の
１

月
１
日
現
在
を
基
準
と
し
て
、
家
屋
の

所
在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

新
築
又
は
増
改
築
な
ど
に
よ
り
、
家

屋
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
税
務
課（
本
庁
舎
）に

家
屋
滅
失
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
事
務
所
・
店
舗
を
住
宅
に
改

装
し
た
り
、
住
宅
を
住
宅
以
外
に
改
造

さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
税
務
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
用
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

そ
の
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
を
取
り
壊
し
た

り
住
宅
以
外
に
改
造
さ
れ
た
り
す
る
と
、

特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ず
、
税
金
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課（
本
庁
舎
）

　
（
会
社
名
や
報
告
人
数
を
記
載
す
る

　

 

も
の
）

②
給
与
支
払
報
告
書（
市
町
村
提
出
用
）

　

２
枚

　

給
与
支
払
報
告
書
は
市
民
税
・
県
民

　

税
の
課
税
を
行
う
た
め
の
重
要
な
書

　

類
で
す
。
正
し
く
記
入
し
提
出
漏
れ

　

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課（
本
庁
舎
）

自動車税 平成24年度(月割額）
平成25～29年度(年税額）
合　　　　　計

26,300円
197,500円(39,500円)

223,800円

免除前の税額
0円
0円
0円

免除後の税額
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を

支
給
し
、
人
生
の
思
い
が
け
な
い「
万

が
一
」を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制

度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る

年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負

担
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心

な
制
度
で
す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

　

60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

　

付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け

　

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

○
学
生
や
自
営
業
者
の
方
な
ど
で
、
20

　

歳
に
な
る
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
る
届

　

書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

　

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く

　

だ
さ
い
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号

　

被
保
険
者
の
方
、
そ
の
第
２
号
被
保

　

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３

　

号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事

　

業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
平

　

成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１

　

万
４
９
８
０
円
で
す
。

○
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

　

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

　

険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る

　

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
を
行

　

わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が

　

未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
の
年

　

金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金

　

額
が
低
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
万
が
一
」の
と
き
に
障
害
年

　

金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ

　

事
態
を
招
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

○「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、
所
得
が

　

な
い
学
生
の
方
ご
本
人
の
申
請
に
よ

　

り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

　

制
度
で
す
。

○
学
生
以
外
の
一
般
自
営
業
者
の
方
な

　

ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保

　

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、
ご

　

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て「
保
険
料
免

　

除
制
度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
保
険
年
金
課（
本
庁
舎
）

・
名
古
屋
西
年
金
事
務
所

　

☎
０
５
２
‐
５
２
４
‐
６
８
５
５

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

　
　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

窓
口
に
て
人
間
ド
ッ
ク
補
助
の
受
診

受
付
を
さ
れ
た
方
で
、
補
助
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
提
出
期
限
の
３
月

11
日（
月
）ま
で
に
市
役
所
窓
口
に
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
申
請
及
び
受
診
を
済
ま

さ
れ
て
い
て
も
、
提
出
期
限
ま
で
に
市

役
所
へ
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
平
成
24
年
度
人
間
ド
ッ
ク
受
診
受
付

　

票
及
び
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
補

　

助
金
交
付
申
請
書（
事
前
申
請
時
に

　

窓
口
で
お
渡
し
し
た
書
類
。
申
請
書

　

は
２
枚
目
の
下
段
を
記
入
し
た
も

　

の
。）

②
宣
誓
書
兼
市
税
納
入
状
況
確
認
同
意
書

③
領
収
書
原
本（
２
月
末
ま
で
に
受
診

　

し
た「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
」と
記
載

　

の
も
の
に
限
る
。）

④
健
診
結
果
票（
特
定
健
康
診
査
内
容

　

が
わ
か
る
も
の
。）

⑤
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

⑥
印
鑑（
申
請
書
に
押
印
済
み
の
場
合

　

は
不
要
で
す
。）

●
申
請
場
所　

保
険
年
金
課（
本
庁
舎
）、

　

西
枇
杷
島
支
所
、
清
洲
支
所
又
は
春

　

日
支
所

問
合
せ　

保
険
年
金
課（
本
庁
舎
）

　【出典：エコチャレ手帳2013(愛知県)】　　　

今月のエコチャレンジ

■問合せ　生活環境課(本庁舎)

『 追い焚きなし　たまには一緒に　入る風呂 』『 追い焚きなし　たまには一緒に　入る風呂 』『 追い焚きなし　たまには一緒に　入る風呂 』

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
補
助

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

●お風呂を沸かすことは大量のエネルギーを消費します。お風呂は間
　を置かずに入りましょう。
●2時間放置により4.5℃の追い焚きを毎日するのに比べ、年間で都
　市ガスが約38㎥(ガス代は約5,300円)節約でき、約87㎏のＣＯ2
　が削減できます。

だ
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年始　ごみ収集のお知らせ年始　ごみ収集のお知らせ ■問合せ　生活環境課(本庁舎)

〈出せる物〉

 ◆市役所本庁舎(北側)　　　　　　回収日　年始最初：１月４日(金)　時間：午前９時～午後３時
 ◆清洲庁舎(駐車場内)　　　　　　回収日　年始最初：１月４日(金)　時間：午前９時～午後４時
 ◆西枇杷島庁舎(西側駐車場内)　　回収日　年始最初：１月５日(土)　時間：午前９時～午後３時
 ◆春日支所(春日老人福祉センター駐車場内) 回収日　年始最初：１月４日(金)　時間：午後０時３０分～４時３０分

◆粗大ごみ収集受付　年始最初：1月4日(金)　　時間：午前9時～午後5時
◆申　込　　　　　　清須市シルバー人材センター　電話052－400－3123

収　集　地　区 年始最初の収集日
１月　９月(水)
１月１２日(土)
１月２３日(水)
１月２６日(土)
１月１６日(水)
１月２３日(水)
１月２６日(土)
１月　９日(水)
１月１２日(土)
１月１６日(水)
１月１３日(日)
１月　９日(水)
１月１６日(水)
１月２３日(水)

１月　５日(土)
１月１２日(土)
１月１９日(土)
１月２６日(土)

第１・３水曜日　地区
第２・４水曜日　地区
第１・３土曜日　地区
第２・４土曜日　地区

１月１６日（水）※１月は１回のみです。
１月　９日(水)
１月　５日(土)
１月１２日(土)

収　集　地　区 

収　集　地　区 
市内
全域

市内
全域

西枇
地区

新川
地区

清洲
地区

春日
地区

資源ステーション

資
　
　
　
　
　
源

不
燃
ご
み

可
燃
ご
み

粗大ごみ

年始最初の収集日

年始最初の収集日
毎週月・木曜日　地区
毎週火・金曜日　地区

１月　７日(月)
１月　４日(金)

収　集　地　区 年始最初の収集日
毎週水曜日　地区
毎週土曜日　地区

１月　９日(水)
１月　５日(土)

市内
全域

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装

第２水曜日　地区
第２土曜日　地区
第４水曜日　地区
第４土曜日　地区
第３水曜日　地区
第４水曜日　地区
第４土曜日　地区
第１水曜日　地区(朝日、伊勢町、西市場一丁目、永安寺、神明町)
第１水曜日　地区(田中町、丸の内、下本町、竹屋町、上本町)
第１水曜日　地区(中本町)
第１日曜日　地区(１月は第２日曜日)
第２水曜日　地区
第３水曜日　地区
第４水曜日　地区

第１土曜日　地区
第２土曜日　地区
第３土曜日　地区
第４土曜日　地区

●第１水曜日の収集地区は、１月のみ上記のとおりに変更になりますので、ご注意ください。
●第１日曜日の収集地区は、１月のみ第２日曜日に変更になりますので、ご注意ください。

　年始のごみ収集等については、次のとおりとなります。収集日の間違いや外出等により、収集日前にごみを出す
ことのないよう、また交通の妨げにならないよう、皆様のご協力をお願いします。

新聞紙、雑誌、ダンボール、牛乳パック、雑がみ、古着、空き缶、金物、空きビ
ン、ペットボトル、ペットボトルキャップ、スプレー缶、カセットボンベ類、使い
捨てライター、乾電池(充電式・ボタン式は除く。)
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地
域
の
社
会
福
祉
に
貢
献

人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

長
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
愛
知
県
知
事

表
彰
及
び
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
愛
知
県
知
事
表
彰

　
　
　

山
田　

圭
子
氏（
須
ケ
口
）

○
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
　
　

原
田　

晴
美
氏（
桃
栄
）

　
　
　

遠
藤　

宣
彦
氏（
一
場
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課（
清
洲
庁
舎
）

初
日
の
出
は
清
洲
城
で

　

お
正
月
三
が
日
の
清
洲
城
の
開
館
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
元
日
は
、
清
洲
城
武
将
隊「
桜

華
組
」が
お
も
て
な
し
を
い
た
し
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
清
洲
城
》

　
元
日

　

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
１
月
２
日（
水
）・
３
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

《
清
洲
ふ
る
さ
と
の
や
か
た
》

　
元
日
・
１
月
２
日（
水
）・
３
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
清
洲
城
及
び
清
洲
ふ
る
さ
と
の
や
か

　

た
は
、
平
成
25
年
１
月
４
日（
金
）か

　

ら
通
常
開
館
し
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
課（
本
庁
舎
）

　この地方に初夏の訪れを告げる「尾張西枇杷島まつり」は、6月1日(土)・2
日(日)に開催予定です。
　勇壮な山車の曳き回しとからくり人形の演舞とともにまつりを彩る、打ち上
げ花火大会への協賛を募集いたします。この協賛募集は、花火大会がより盛大
で華やかなものとなるよう、打ち上げ数を増やす目的で行うものです。皆様の
ご協力をお待ちしております。

協 賛 事 業 尾張西枇杷島まつり花火大会協賛
花火大会　6月1日(土)　午後7時40分から庄内川リバーランドにて開催予定
※荒天時は翌日へ順延

協 賛 募 集 市内外を問わず企業・商店、個人の皆様から広く募集します。
※広報2月号にあわせて、チラシも配布いたします。

申 込 ・ 問 合 せ 指定用紙に必要事項を記載していただき、市観光協会へ提出してください。
詳しくは、市観光協会ホームページをご覧いただくか、電話にてお問合せください。

市観光協会(産業課[本庁舎]内)　電話052－400－2911(代表)
市観光協会ホームページ　http://www5.ocn.ne.jp/̃kiyosu_k/

募 集 金 額

◆

◆

◆

◆ 1口　5万円、3万円、1万円の協賛を募集します。

《5万円》5号玉5発、観覧席4席提供、打ち上げ時の協賛者名及びメッセージ紹介、まつりガイドへの掲載
《3万円》4号玉5発、観覧席2席提供、打ち上げ時の協賛者名及びメッセージ紹介、まつりガイドへの掲載
《1万円》3号玉3発、打ち上げ時の協賛者名紹介、まつりガイドへの掲載

尾張西枇杷島まつり尾張西枇杷島まつり花火大会協賛募集花火大会協賛募集

　

石
垣
勝
利
氏（
西
枇
杷
島
町
古
城
）及

び
丹
羽
勇
夫
氏（
春
日
天
神
）が
、
平
成

24
年
12
月
31
日
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
任
と
し
て
平
成
25
年
１
月
１
日
よ

り
、
次
の
方
が
就
任
さ
れ
ま
す
。

　

佐
藤
　
元
紀
氏（
西
枇
杷
島
町
南
二
ツ
杁
）

　

丹
羽
　
努
氏（
春
日
天
神
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課（
清
洲
庁
舎
）



2013.1.1
（番号のかけ間違いにご注意を）

11

　次の場所で下水道工事を行います。工事に伴い、交通規制などでご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

工 事 の お 知 ら せ ■問合せ　上下水道課(西枇杷島庁舎)

●工事名：公共下水道汚水管整備工事
　　　　　（24-10）
●工事場所：清須市寺野池端地内外
●工事期間：平成25年3月25日まで

下水道使用料はいくらになるの？

清須市では、平成25年3月末から一部の地区で
下水道が使えるようになります。

シリーズ “清須市の下水道”⑧

下 水 道 使 用 料
■問合せ　上下水道課(西枇杷島庁舎)

　排水設備を設置して下水道を使用するよう
になると、下水道施設の維持管理のために、
下水道使用料が発生します。下水道使用料
は、下水道に排出した汚水の量に応じて算定
します。汚水の排出量は、原則として水道の
使用量に基づき認定します。金額は、基本使
用料に排出量に応じた従量使用料を加算した
額になります。例えば、2か月で65㎥使用し
た場合の下水道使用料は、次のとおりです。

　下水道使用料は、水道料金とあわせて水道
事業者から請求されます。

【下水道使用料金表（2か月分、消費税込）】

2,730 円

基本
使用料

8,400 円

一般用

公衆浴場

区　分 排出量区分（㎥）
21
 61
 101
201
601

1,001
  200

60
100
200
600

1,000

～
～
～
～
～
～
～

従量使用料

136.5 円
168.0 円
189.0 円
220.5 円
252.0 円
262.5 円
63.0 円

金額（1㎥につき）

【下水道使用料早見表（2か月分、消費税込）】

0～20 ㎥
30 ㎥
40 ㎥
50 ㎥
60 ㎥

排出量
2,730 円
4,095 円
5,460 円
6,825 円
8,190 円

下水道使用料
70 ㎥
80 ㎥
90 ㎥
100 ㎥
200 ㎥

排出量
9,870 円
11,550 円
13,230 円
14,910 円
33,810 円

下水道使用料

○ 基本使用料　0～20㎥ 　       　　2,730 円
○ 従量使用料
　・ 21～60㎥分 136.5円×40㎥ ＝ 5,460 円
　・ 61～65㎥分 168.0円×  5㎥ ＝    840 円

　　　　　　　　　　　　　　　合計　9,030 円

春日グランド

夢広場はるひ
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　人が抱く様々な悩みを本で処方する日本発のブックドクター。老若男女を問わず、絵本を片手に、全国を
北から南まで講演やイベントで駆け巡っています。
　講演会では、会った人を元気にする不思議な力で皆さんを魅了します。
　皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

と　き　2月16日(土)　午後1時10分から
ところ　清洲市民センター　ホール
内　容　①学校地域支援本部事業事例発表　午後1時10分から
　　　　②家庭教育講演会　　　　　　　　午後1時30分から
講　師　ブックドクター　あきひろ氏　(写真)
定　員　350名
入場料　無料
　　　　※ただし、入場整理券が必要です。1月11日(金)から清洲市民センター、にしびさわやかプラザ、
　　　　　新川体育館又は春日公民館で配布します。
問合せ　生涯学習課(清洲市民センター)　電話052－409－6471

　¡Feliz Año Nuevo! （あけましておめでとうございます！）お正月はご家族とゆっくり過ごしていますか。私は新年

をスペインで迎えています。そこで、スペインと日本のお正月の違いを改めて感じたので、今回はスペインのお正月

の縁起をかつぐ面白い習慣を紹介したいと思います。

　「Nochevieja」というスペインの大みそかの夜、新年は幸せになれますようにという願いをこめて、深夜12時の

鐘とともに12粒のブドウを食べる習慣があります。大みそかの夜、テレビではどの局もスペシャル番組を放送し、

11時45分から毎年違う街の教会の鐘楼の映像を流します。人々はそ

の鐘の音にあわせてブドウを食べます。ブドウは粒が大きく種もある

ので大変で、途中で友達や家族の顔を見て笑い出す人も多く、とても

面白いです。

　食べ終わると『¡Feliz Año Nuevo!』と新年の挨拶を言いながら、

「cava」というスペイン・カタルーニャ産のシャンパンで乾杯します。新

年はお金があふれるようにという願いをこめて、グラスの中に金物、例

えば金の指輪を入れて乾杯する人も多いです。乾杯を済ませてレンズ

豆を１さじ食べると、お金を呼ぶとされています。また、恋を呼びたい

人は赤い下着をつけたりします。

　これらの習慣が本当に効果があるのかは何とも言えませんが、私はスペインに帰った時にこの縁起をかつぐ習慣

を再び体験しました。日本では、除夜の鐘とともにブドウを食べるのは大変だと思いますが、除夜の鐘をついてから

「cava」で乾杯し、レンズ豆を食べて、スペインと日本の縁起をかつぐ習慣を一緒に体験するのも面白いと思いませ

んか？

「スペインのお正月」

エ ル リ 　 ン 　 コ 　 ン デ 　 　 　エ  リ

国際交流員
エリのコーナー 37

アニョ ヌエボフェリス

アニョ ヌエボフェリス

カバ

カバ

ノチェビエハ

「スペインでお正月に縁起を担ぐもの」

平成24年度家庭教育講演会平成２４年度家庭教育講演会

「わが子の心が笑顔になる母の表情 ～言わなくても表情は語る～」「わが子の心が笑顔になる母の表情 ～言わなくても表情は語る～」
かおかお
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夢広場はるひは、中日新聞・TRC・名古屋三越グループ共同事業体が指定管理者として管理運営を行っています。

所 在 地：〒452-0961 清須市春日夢の森 1番地
電　　話：【図書館】052-400-1044          
                     【美術館】052-401-3881
開館時間：午前 10時～午後 7時 (美術館のみ入館は午後 6時 30分まで)　　
休 館 日：【図書館】1/1( 祝 )~3( 木 )・7( 月 )・15( 火 )・21( 月 )･28( 月 )･31( 木 )
　　　　　　【美術館】1/1( 祝 )~3( 木 )・7( 月 )・15( 火 )・21( 月 )･28( 月 )

清須市立図書館1月の行事予定

清須市はるひ美術館1月の行事予定

■観覧料　
一般: 500円　中学生以下: 無料
20名以上の団体 : 450円
※各種障害者手帳提示者及び付添い人1名は無料  

■市民割400円
「広報清須12月号」に掲載の
市民割券を切り取ってお持ちください。
特別料金でご覧いただけます。

と　き：1月19日(土) 
　　　　午後4時～5時
参加費：無料(前日までに電話
　　　　又はFAXで要予約)
申　込：電話  052-401-3881 
　　　　FAX  052-408-2791

館長アートトーク曲面絵画　ブライアン・ウィリアムズ展
―眼はこのように風景を見ている―

「ウィーンの憂鬱クリムトの魅惑
 ハプスブルク家とオーストリア」

《とんびの目》2007

2 月 15日 ( 金 ) まで開催中！
来日40年のアメリカ人画家が曲面に描く風景。リアルな遠近感をお楽しみいただけます。

★清須市内の五条川沿いを
   描いた新作も展示中！

アーティストトーク

ブライアン･ウィリアムズ氏
が作品解説します。
1月13日(日) 午前11時～
30分程度　予約不要

おしゃべりを楽しみな
がらご鑑賞ください。
BGMが流れます。
1月4日(金)
  ～6日(日)　終日

親子おしゃべりデー ワークショップ　曲面絵画にトライ！

曲げたパネルに風景を描こう。
1月13日(日)午後2時～4時
講　師：ブライアン･ウィリアムズ氏
参加費：500円　 
対　象：小学生　定　員：18名
申　込：電話又はFAX   ※先着順 ブライアン･ウィリアムズ氏

本にまつわるいろいろな
大賞を紹介します。プチ企画

芥川賞・直木賞 受賞作品 お 正 月
一般企画展示 児童企画展示

ゆううつ

企画展「旅にでる」
好評開催中！
※1月27日(日)まで

歴史資料展示室
図書館おみくじ

原画展のお知らせ
「怪談えほん」シリーズ
の原画20点を館内に
展示します。

2月予告

　正月の「正す」ということばには「あらためなおす」
「初め」などの意味があります。つまり「正月」とは「古
い1年を終えて、新しい1年をあらためて始める最初
の月」という時でもあるのです。
　そこでお正月を祝う本と、年中行事にまつわる本を
ご紹介します。美しい日本の行事が次の世代に継承
されることを願って…。

　芥川賞・直木賞受賞作品とその作家を特集。
　今回の受賞作品はもちろん、歴代の受賞作品や各
種文芸誌も揃えております。話題の図書を総ざらいで
きる企画です。

　お勧め本を記載したおみくじをご用意しまし
た。この機会に、普段は手にしないジャンルの本
を開拓してみるのも良いかもしれません。読書
の幅を広げるきっかけにしてみてください。今年
の「初」読みにいかがでしょう？
※1月16日(水)からインターネット予約を開始いたします。
詳しくは、図書館HP(http://www.library-kiyosu.jp/)をご覧ください。
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